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○メインニュース /心療内科医の望月美和先生にインタビュー

○ニュース / アロマ空間デザインの卒業生による新たな提案

　　　　　　　医師として母として、 女性として素敵に生きる　

　心療内科医の望月美和先生にインタビュー

心療内科医の望月美和先生は、

医師でありながらアロマテラピー
アドバイザー、 インストラクター取

取得。
そして先日アロマセラピストコース
を卒業。

に心療内科を開院されます。

そんな先生に本日はインタビュー
させていただきました

  
気付けばアロマテラピーはプライベートでも使っていました。

子の母、 一人の女性としての時間が存在し、 毎日の ON ・ OFF の切り替えが
とても大切でした。 このため私は “空間” というものをとても大切に思って
おります。 空間が心地よいとそこにいる人達をとても幸せにしてくれます。
その大切な “空間” にアロマの香りがとても役立っていました。 お店に行く
と店員さんがとても丁寧に教えて下さいます。 お忙しい中、 申し訳ないと感
じている時に、 安全かつ安心な正しい知識を得ようと考え、 アクトインター
ナショナルスクールの門をたたいたのが始まりでした。

  
アクトの授業を聞いてカルチャーショックを受けました。
一般の方には難しいであろう解剖生理学をこんなにわかりやすく伝えるアク
トの姿勢は医師として患者様に対する姿勢を見直すきっかけとなりました。

ところで、 先生のいつも自然でナチュラルな雰囲気はどこからきているので

  
自分ではわからないですが、 自然とともに生きることをとても大切にしてお
ります。
夜は月を意識します…。 月のリズムと女性のリズムは少なからずつながって

います。
満月には頭痛がすることもあるし、 新月では、 何か気持ちが新しいことに向
かっていく気がします。

  クリニックのロゴも月と石…

  
月と石は大昔から存在するものです。
月だけではなく、 こういった大昔から存在する、 普段はあたりまえだと思い
込んでいる事に、 少しずつみんなが気をかけてあげるとなんとなく幸せが
訪れそうな気がしましす (笑 )。 そういった意味では、 今年の皆既日食は皆
さんが月に注目したことで、 月からしあわせのおすそわけをもらえたら…と
思いました。

  

き合う時間、 お仲間と向き合う時間そして自分自身と向き合う時間…、 すべ

間を大切にしたい、 特に子供との時間を、 と母親であれば誰もが感じる事

でよいので彼のこころの音を聞く時間を大切にしていたと思います。 そんな
子供の成長も早いもので徐々に自我が芽生えてきます。

ならぬ時期もありました。 そんな中、 いつも存在していたのはやはり “空間”
でした。 アロマの香りもそうですし、 卵焼きや肉じゃがの香りも話をしない彼
とのコミュニケーションとして存在したと思います。 少しずつ男性としての存
在感がでてきたので、 本人及び他者がOKなら色々な場所で色々なものを

しいと願います。 つらい事も一緒に経験すると半分になったかも…。

  
おだやかであたたかな空間、　月と石という神秘的なイメージを捨てずに、

することのお手伝いができればうれしいです。
ストレス社会といわれ、 今いろいろな悩みを持っている方やうつ病といわれ
る現代病が多い中、 先生のような人に診てもらいたいと個人的には思って
しまいました .
  
人間は皆色々な事を背負って生きています。 こころがお元気でいられなく
なってしまった時に、 ご自分のお力も借りつつ、 穏やかで暖かな自分にな

くなってしまったら早めの受診をおすすめします。受診が遅くなればなる程、
辛いのはご本人なので ・ ・ ・ 。

の支えになりますよね。
  
私も今まで様々な方とのご縁を大切に努力してまいりました。
現在勤務している新富士病院院長川上正人先生の暖かな支え、 富士市内開
業医院長窪田幸久先生の穏やかなご指導、 とても感謝いたしております。
そして、 ご縁からお世話になっているシーエス薬品大石様、 コンフォートイ
ンテリア西大路様・勝俣様にもありがとうと伝えたいです。自分と関わる方々
がしあわせでありますように ・ ・ ・ 。

いつも人のしあわせを願う望月先生は本当に素敵だなと思います。 先生の

★アクトからのお願い…望月先生への空間の演出やクリニックの件での個人
的なご質問やコンタクトは学校を通してお聞ききいただきますようお願いい
たします。
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